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研究題目 ：祭りの継承に関わる人びとと組織のあり方に関する人類学的研究：北陸地域の獅子舞を対

象として  
 
研究概要 
 本研究は、北陸地域に数多く伝承される獅子舞を対象に、どういった人びとが今日の継承を支え、ま
たどういった仕組みのなかで継承しているのかを明らかにしていくことを目指した。様々な人びとが関
わる今日の獅子舞において、その実践の場には彼らの持つ多様な属性が持ち込まれる。その中で何が許
され、何が許されなかったのかに注目することで、何を大切にして継承が行われてきたのかを明らかに
した。それらを通じて、今後も加速していく人口減少や高齢化といった解消され難い問題下において、
地域社会で継承される祭りやその組織のあり方への展望を開くことを目指した。 
 
成果要約 

 本研究グループでは 3 名の研究者がそれぞれに北陸地域、特に富山県下に伝承される獅子舞を対象に
フィールドワークを通じて聞取りと観察を行い、定期研究会を実施して、その実態を把握した。 
 富山県下の獅子舞の多くは、他の祭り同様に担い手不足問題に直面しているなか、どこも地縁を中心
に運営される。例えば「嫁花」と呼ばれる地域社会への結婚披露宴が獅子舞でなされ、個人化が進む今日
でも地域社会と個人を結び付ける。何よりも、自分たちの地元の獅子舞を誇りに思っており、「うちの獅
子が一番」といった声は例外なく聞かれた。また、獅子舞は「男の世界」であることが常識的に知られて
きたが、この 20 年くらいで女性の囃子方への参加事例も多くみられるようになった。ただし、「女性の
参加は…」という意見もまだ多く聞かれた。一方で地縁を中心としながらも、多くの団体で他地域の人び
との参加がみられた。幼馴染や中学・高校の同級生といった関係からの参加が多く、また自ら SNSを通
じて参加させて欲しいと頼み参加している人びともいた。さらに、女性でも「男の世界」のノリを共有で
きると参加できる場合もみられた。加えて、最も花形である天狗役を女性が担う事例も、今回の調査で少
数ながら確認できた。加えて近年では直接的に運営に関わらないまでも、SNS を通じて獅子舞情報を積
極的に発信し、その活動を支援する人びとも登場している。こういった活動には様ざまな意見が聞かれ
たが、しかし肯定的に捉える団体が多かった。 
以上から分かるように、獅子舞団体のあり方は閉じているようにも開いているようにも感じられる。都

度集まれるメンバーによって実践される獅子舞を肯定的に捉え、それを良しとし、「うちの獅子が一番」
という誇りに思うようなあり方が垣間見られた。こういったあり方は、近年みられるような「開く」こと



に偏重した地域社会へのまなざしに対して、いったんの留保を促すのではないだろうか。すなわち、必ず
しも「開く」ことが正解ではなく、また「開く」ことと「閉じている」ことが二項対立的に捉えられるわ
けでも無いことを示唆する。今後は、こういった仕組みがなぜ維持できるのか、そして仕組みが作動でき
る組織のあり方について考察していく必要があるだろう。 
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 合計 460,000 円  
 


